
デジタル実装加速化プロジェクト 

概 要 

 

１ 目的 

本県では、アフターコロナを見据え、産業の稼ぐ力の更なる強化のため、デジ

タル技術やロボットを実装し、地域課題の解決にチャレンジする「デジタル実装

加速化プロジェクト」を展開する。その中で各種産業のモデル事業者が取得した

データを有効活用し、勉強会の開催等、事業者同士が互いに切磋琢磨し、利便性・

効率性を共に高めていく動きを、県内各地・各種産業分野で広げ「人と人とのつ

ながりをデジタルが支える社会」を実現することを目的とする。 

 

２ 事業概要 

（１）実証事業の募集 

   ・愛媛県内を実証フィールドとして、民間事業者（コンソーシアムを含む。）

から企画提案を募集し、審査会においてデジタル技術の実装や県内への横

展開の実現性等の高い提案を 10事業程度選定する。 

    （実証費用は、原則１案件３千万円を上限とする） 

（２）実証事業の実施 

   ・選定した事業について、それぞれ委託契約を締結の上、各地域で実証事業

を実施し、得られたデータを蓄積するとともに、デジタル技術の実装や県

内への横展開の実現性等について検証する。 

（３）勉強会の開催 

   ・実証事業を実施する事業者が、当事業から得られたデータ等を用いた 

事業者同士の勉強会を開催する。 

※事業評価の数値目標として想定している項目（令和６年度末） 

  デジタル実装 50件、勉強会などの新設 30件、データ利活用協議会新設 5件、 

共同利用・共同発注事例 5件 

 

３ スケジュール（案） 

 令和 4 年 令和 5 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 

プロジェクト設計             

選定（10 件）             

実証支援・勉強会組成             

中間報告       ★      

成果発表            ★ 

 

 



 本プロジェクトについては、別途プロジェクト名の選定を行いプロモーションを進めていく。 

 名称案 

えひめ WARESENビレッジ 

 名称の意味 

 ・「われ先（我先）に」と、先陣をきってチャレンジする人や事業者を支援する。 

 ・データの有効活用は、やる気あるメンバー間でのデータ共有・分析、そしてお互いに切磋

琢磨して行動変容することが重要であり、愛媛の中に、デジタルを活用した変革を志す者

たちの集まり「ビレッジ」を、たくさん生み出していく。 

 ・「割れたせんべい」は、形は整ってなくとも味は変わらず美味しい。形を気にせず、役立つ

ことをスピード感もってチャレンジしていこうとする、意図も含む。 


